
森のくれよん 2021 ３月活動報告 

日程：３月５日(土)～６日(日） 場所：うつぐみの郷 

  

  

 

① 動物とふれあい体験 

朝、京都駅に集合した後、バスに乗って綾部市

に向かいました。まずは、【綾部ふれあい牧場】で

動物とふれあい体験を行います。芝生の上でお弁

当を食べてから、グループで牧場を散策しまし

た。牧場内にはやぎや羊やうさぎがおり、餌をあ

げたり触ったりしました。初めは怖がるメンバー

も多かったですが、勇気を出して撫で、命の温か

さに触れていました。 

 

 

 

② 夜のお空を覗いてみよう！ 

 夕食にお鍋をお腹一杯食べた後、星空観察へ皆

で出発しました。当日は天候を味方に、オリオン

座や冬の大三角を見る事が出来ました！また、大

型天体望遠鏡を覗くという貴重な体験も出来まし

た。周辺は灯りが少なく、皆が住む街よりも星が

綺麗に見えたと思います。施設の方から月や星に

ついて様々な話を聞き、関心を深める事が出来ま

した。 

 

 

 

③ 『和定食作り』に挑戦！ 

 二日目のメインプログラムは、昼食作りです！

“卵焼き”、“焼き魚”、“ゆずジャム”の 3 チーム

に分かれ、調理を進めました。卵を割ったり七輪

を使ったりと、初めて挑戦することにも意欲的に

取り組む姿が見られました。また、くれよんの皆

はお手伝いが大好きで、配膳も自分達で行いまし

た。完成した昼食を見て、少し誇らしそうに皆で

食べると自然と笑みがこぼれていました。 

 

 

 

④ 桜の木を植えよう！ 

 最後のプログラムでは、【うつぐみの郷】の庭に

桜の木を植樹しました。スコップや鍬を使って土

を掘り起こすのは、メンバーにとっても重労働で

した。途中雪に見舞われましたが、一人もめげず

に一生懸命取り組んでおられました。自分達が植

えた桜がこれから立派に育つよう、期待に胸を膨

らませながら無事に植樹を終え、二日間の活動を

締めくくりました。 

 

 

 

この度二年ぶりにくれよん宿泊活動を行う事が出来ました。今年は10月の活動でも一度訪れた【うつぐみの

郷】を中心に、綾部市内の様々な施設にご協力をいただき、『とことん自然に触れる体験活動』を目指しまし

た。活動を振り返り、『自然体験・食育』についてより一層メンバーに伝えていく必要があると感じました。また、

今回はメンバーやリーダーとの絆を深めるだけでなく、メンバーの“自主性や自立心”を育む機会にもなりまし

た。親御様と離れて一晩過ごす事が初めてのメンバーもおられた中、一泊二日の共同生活を通して、【自分の

事は自分でする】、【皆で頑張る意識の芽生え】が伺えました。最後になりましたが、2021年度は活動にご理解

とご協力をいただき誠に有難うございました。今後の森のくれよんは【うつぐみの郷】を最大限に活用し、更に

活動の幅を拡げていきたいと考えておりますので、2022年度もどうか宜しくお願い致します。（生田 千恵） 

あつまれ！くれよんファーム 


